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から成ることを示した。さらに， TMo10 モード空胴共振器に適用して， レンズの屈折力が最大になる
位相で， 2 次収差係数のすべてと， 3 次収差係数の大半が，非常に小さくなることを示すとともに，
色収差係数および球面収差係数が負の領域では，他の 2 次および 3 次の収差係数の値が小さくならな
いことを示した。
このように，本論文は電子管ならびに電子ビーム工学の進歩に寄与するところが大きし」よって，
博士論文として価値あるものと認める。
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